
峠
噌
と
企
上
荒

夢
卜

′ヽ
ミ

ｙ
う
。
中
―
戸
よ
り
振

一
ュ
３
４千
う
の
周

日
本
人
４
停
ぶ
水

Ｒ

一一〓

〈
Ｇ

雨

、
絵

卜
爵
ヨ
氏
い

，
マ

す

下ヽ

三

卜
す

た
ば

と

い
う

訣

ド
あ

り

ま

■

，

こ
、
口
日
と
昏

ド
検

せ

７

へ
ま
ま
昏

走

畳

ムＬ

卜
／
デ
イ

ツ
ゑ

飛

直

後

首

本

ハ

卜
人
，
そ
し
ま
ヽ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
や
ド
末
三
二
代
翁
コ
出

さ
い
ま
し
ｋ
。

九
月
十
日
牟
新
的
り
務
ヒ
茶
電

林
ヽ
二

私
上
も
ヽ

ワ
わ
ｘ
（
味
増
十
ド
時
Ｒ

ット
串
Λ
じ
牧
時
間
夜
ぅＡ
Ｓ
新
「朝
林
一る
さ
つ
に
い
ぅＲ
。野
菜
合
いこ
の寸
的

バ
動
か
な
く
い
ぅた
。今
年
け
ず
く
う
と

一味
増
味
３
７
，ス
キ
合
飛
母
雫
Ｋ
丼

ヒ
鳥

，
で

い
末
ド
心

避

に
出
可

こヽ

代
二
喜

）
■

玉
分
名

せ
米

ヽ
ケ
々
ミ

ぜ
そ
食

レ

～
。　
　
　
　
　
　
鶉
峻ギ
勝
欝
鞠
ぽ
翰
ル評

噌
に
は
「ド
ごヽ
と
は
じ
め
いヽ

ェ
え
ふ

良
ム
叫
桂
〔
業
は
残
，
ヂ
基
，
た
ド
一砧
，た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
一Ｐ
ギ
哺
能
」“
″
ド
ー
作
こ
守
承
わ

ま
だ
蕊
う
は
路

り
て

ミ
い

い
（
い
…
ヒ
忌

一　
Ｓ
ド
爵
ヨ
田

い
〔
終

ち
，
マ

崎
は

い
恥
ご

ヽ

あ

る

こ
ヒ

を

Ｒヽ

証ヽ
じ
７
竜
ま
し
た
。

，
て

い
末
ら

や
は
り
間

ェ週

い
い
い
，
た
。
一急
３

体

業

モ
イ
よ
。
布
い
と
こ

４
な
用
阜

％

ぬ
た
「
表

取
称
零
じデ

ン
た
イ
ｙ

グ
レ

十

一
月

一ヽ千
二
Ｓ
Ｆ
わ
品
ヨ
ド
あ
，
た
。
ス
上

〔
間

に
や
吾
な

い
手
輪

Ｐ
Ｔ
マ
進

さ
い
い
。
十ぼ
経
″作
回

さ

ど
す
性

に
う
に
レ
い
わ

ｑ

‐
デ

婿
新

モ
賠

べ
ｔ
ド
今

ま
だ
緑

ド
下

下ヽ

ヽヽ
百

ヽ
い
，
そ
や
，
ｔ
格

喰
ド
っ
い
て

丁

た

く
工
ん
あ
る
ヒ
を

う
に
そ
的
子
オ

↓

殆

り
主
，
そ
い
吾

Ｔ
ツ
サ
４
４
京

こ
ど
ュ
モ
末
。
や
ラ
ク
し
ヽ

櫛

ド
ぶ

し
い
ヒ
ミ
ユ

旦

長
哺

〔
虫
報

Ｓ
■

も
私

燥

し
い
ド
今

近
で
て
表
る
一嗅
ｒ
枢
ぱ
計
毬
車

る
食
者
は
ュック
リ
近
ザいて来
る
一鐸
鼈
縛
緊轡

卜

ふヽ
欠
い
っ
た
と
ｗ
馬
脅
（
競
Ｔ
は

ほ

と
ん
ど
唖
い

ス
趙

レ
ト
蚊

う
時

や
Ｗ

告

（

」
書
ぶ
に
上

自

代
晴
，
そ

■
を
に

ド
冷

，
７
き
た
。
Ｄ
中

負

嶋

落

い
歌
設

ヽ

勤

に
あ

ト
リ
ぼ

Ｄ

て

い
た
。
音
Ｒ

Ｒ
ド
ー

■

ｓ
代
い
，
ス
嵐
百

高

に
幣
，
た
。
衛
い
仰

３
慰
は
白

雪

だ
。
十
ス
米
と
ウ
カ
米
ハ
麻
哨

寸
」
こ
も

え
う
に

ぷ
ご

ハ
お
哨
は
も

山
だ
，
末
。
ヰ
キ
は
■

天
使
べ
ヽ
せ
ｘ
ヒ
ミ
チ

係
曝
痕

卜
ｒ
，
す

■
【
‘
Ｌ
■
■
■
■
口
Ｆ

と  Bて

=r■

マキ摩‖雅をィ千崇中

ュ
ー
キ
ュ
ー
」
と
大
き
な
声
を
出
し
た
。
池
の
水
に
入
れ

た
ら
相
を
伝
っ
て
上
が
つ
て
き
た
。
そ
れ
か
ら
変
な

ヽ
。
韓
辞

りにい
督

大
宗

景

。
離
年
子
すと
届
１

ヘイ
せ‐５

の
で
見
た
所

鼠
の
十
情
も
あ
る
動
物
が
ネ
パ
ネ
バ
の

で
動
い
て
い
た
。
ネ
ズ
ミ
の
巨
大
化
と
見
た
の
で
魚
す

い
網
に
移
し
ア
ス
フ
ア
ル
ト
の
上
に
叩
き
つ
け
た
ら
「

に
な
つ
て
し
ま
い
大
用
の
鶴
に
入
れ
た
が
何
故
か
お
と

な
し
い
。
容
器
を
探
し
大
餌
と
水
と
煮
子
を
与
え
た
ら
人

前
で
喰
い
始
め
た
。
様
を
雰
先
に
突
き
つ
け
て
も
驚
か
な

い
。
変
な
動
物
と
思
い
当
分
飼

っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
も

お
客
様
や
知
人

友
人
十
数
人
か
ら
聞
い
た
が
誰
も
分

か
る
人
は
い
な
か
つ
た
。

臭
い
は
タ
ヌ
キ
と
似
て
い
る
。
糞
で
室
内
を
汚
す
た
め

日
に
二
回
ホ
ー
ス
で
水
沈
い
し
た
や

つ
た
。

こ
の
動
物

の
顔
形
と
言

っ
た
ら
牛
や
シ

エ
パ
ー
ド
大

の
よ
う
だ
。
立

つ
と
カ
ン
ガ

ル
ー
そ

っ
く
り
に
な
る
が
袋

が
な
い
。

ち
ょ
ぅ
ど

一
ヶ
月
経
っ
た
九
月
七
日
、
首
元
か
ら
生
え

た
長
い
金
こ
の
毛

体
に
生
え
た
フ
ナ
フ
サ
の
毛

尾
も

長
く
て
き
れ
い
な
姿
に
な
つ
た
。

果
た
し
て
こ
の
動
物
は
？
と
思
い
な
が
ら
、
ド
ア
ー
を

開
け
自
然
界

へ
放
し
て
や
つ
た
。
姿
は
日
本
タ
ヌ
キ
と
全

く
違
う
が
ど
こ
か
タ
ヌ
キ
科
と
似
た
所
が
あ
る
。

今
も
時
々
能
の
中
に
大
用
の
餌
を
入
れ
て
置
く
と
朝

に
な
っ
て
き
れ
い
に
な
っ
て
い
る
。
夜
行
性
動
物
の
よ
う

だ
が
い
っ
た
い
何
？
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
イ
ト
ゥ
Ｍ

有限会社

高 稲 苑 開 発 社

山レ阜上山市高所字碑穂

電 筋 023●̀7,-2321

F A X 023・672-3723

師 夜とを 斎 藤 貢

1料理店 0231`7?-2322



ttR2q。(8)〈わり1高ヽ
本キひ新考ぼ次会は今BひろD簡行わにた。

鳥事打です。平キもとうぉヽホ甜レ千い ,ヽ

lZn2D保)端Ⅲ氏

樽首吊歌ど千団卓苅還にそゴめユギ0
お立系合こ力…市幕能との閑じ 崩ぬセR出和目を
ム豊命輸 体 R胡 ■う(歩くことルセを々 あり。
と営種したら〕ゃこ玉吊しようo

12R7B(月)(υり
翌翻絞車の青働チド農くいし、。ェンナンド蒔0止手リイ千

景電]豊雪を品モtttsず忘観津卓▼奎ぎ13編言【脅

レ日言こ

木こりの年赳そば

車 タ 臣  臨 姉 ■ 苺 苗

=.l rlコ 1子rど
4人分 おAⅢ 14L

2 6 X口

5割 イ'!=
●人分 志入れ
わ0付

1お

ムし,輌
室わかめ入ウ 〓

ロ

れ メ明衛 をま者素人リ
食

円

ヽ,ス 1
な

ロ

々、、コ々 夕ヽ多 fJ に
仰
味
傾子直つめ

■810備 !
(つすヨtO人分at

′′

ストレート田市 1
(3,おて,―,大方“)

1ネ

み ,事■ ′ rハ 真
エリu大2ヨ"、ョ4ョ
tを1ヨ,テレ1ヨ“●●

,′(ック
1126円

子!=十ス,べぃ 匁01
1空

1 1 ∞ 口

′′
化庄金八 〇5` 確瑚
確印

子!=路 印 O g

,. ,1ギ 宏 100ほ 空

口

そばと山野事料理木 こ り
〔有)南輌売開発社
TEL 623-87Ⅲ 2321
FAX 023-672-3723

HPアドレス

httpi//―w kikor soba oo」p
o一mョ“

woloome@kikor sobう ooj,■■ 上 山 “形市内口連致します(～01日 )

…
戦齢叡所菖鯨鯨首ユけヨf々

°日す

掬 乃` e、もち三。本J

器譜軍古手素じィ脇坑ジ
をけと山郵草相理

(官)南密循閣構社
〒999-31;5

11j形県上山市高野字薄沢 3

TEL 028-679-2321

FA1 023-672-3723

御 キ甥まに作。 ホ`リ

(2R 末、̀

舞

一穐
傾

ィ4,■卜77A〕々キ

拷だ摺宮号亀蝕多空卓
鴻ドなけばはいに
■SF_3`!

が
赤
忍

うヽ

／

敗
之
３


